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平成 29 年電気学会全国大会, 3-084, 富山大学, 2017 年 3 月． 

 

学会活動 

(1) 日本機械学会 東北支部 商議員（2015～）※１ 

(2) 計測制御学会 東北支部 顧問（2016～）※１ 

(3) SICE 東北支部第 259 回研究集会 座長（2016.7.9 秋田県立大学） 

(4) 日本機械学会（LIFE2016）OS 委員長(2016.9.6 東北大学) 

(5) 計測制御学会 東北支部 専門委員（2016～）※５ 

 

外部資金・学内研究費 

外部資金 

(1) 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）実装支援プログラム「間伐材を用いた土砂雪崩災害警

報システムの実装」，代表※１（2015～2018） 

(2) 総務省 戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）「複合センサを用いた地域型独居高齢者生活

サポートシステムの研究開発」フェーズⅡ，代表※１（2016.3～2018.3） 

(3) 日本学術振興会科学研究費助成事業, 基盤研究（A）（一般・25242033）「ピエゾケーブルを用いた

構造物簡易スマートセンシングの研究」，代表※１（2013～2016） 

(4) 日本学術振興会科学研究費助成事業, 挑戦的萌芽研究, （16K12856）「間伐材とピエゾ極限計測セ

ンサを用いた土石流予測システム」代表※１, 分担※５（2016～2019） 

(5) 日本学術振興会科学研究費助成事業, 基盤研究（C）（一般・14476138）「表情が刻むコンテクスト

によるエピソード記憶の構築」, 分担※１（2014～2016) 

(6) 東北工学教育協会, 工学教育に関する行事等への助成 (2016) ※４ 

 

学内研究費 

(1) 学長プロジェクト (科研費チャレンジ研究)「物体認識を目的とした人間－物体間の相互関係のモ

デル化手法」※４ (2016.4-2017.3) 

(2) 学長プロジェクト (新任教員スタートアップ支援研究)「個人差によらない離床予測システムに関

する研究」※５ (2016.4-2017.3) 

 

 

国際学術誌編集への参加状況 

(1) SICE2016 SICE ANNUAL CONFERENCE journal:No57285, 査読委員※１ 

(2) Sensors and Materials 三木先生(東京都市大学学長)特集号査読：No.ss-1450（2016.9）査読委員※１ 

(3) International Journal of the Society of Materials Engineering for Resources, 論文査読※４ 



   

(4) Formalized Mathematics，論文査読※５ 

 

国際会議の組織活動への参加状況 

 該当なし 

 

受賞・特許 

受賞 

(1) 第65回秋田県発明展 東北経済産業局長賞, 「溶接構造用自律モニタリングセンサ」, 佐々木拓哉, 

下井信浩※１, 間所洋和, 中正和久※５, 西村旭正 (2016.11.5-6)  

(2) 第65回 秋田県発明展, (公社)発明協会会長奨励賞, 「宅内ロボットと各種センサによる簡易モニタ

リングシステム」 , 齋藤俊哉 , 和﨑克己 , 新村正明 , 間所洋和 , 中正和久※５ , 下井信浩※１ 

(2016.11.5-6) 

(3) 第65回 秋田県発明展, 秋田県電子工業振興協議会長賞, 「自律移動ロボットのための電波式位置

測定システム」, 鎌形拳, 中正和久※５, 下井信浩※１ (2016.11.5-6) 

(4) 第 64 回本荘由利発明工夫展秋田魁新報社賞, 「溶接構造用自律モニタリングセンサ」, 佐々木拓

哉, 下井信浩※１, 間所洋和, 中正和久※５, 西村旭正 (2016.10.22-23) 

(5) 第 64 回本荘由利発明工夫展, (公財)本荘由利産学振興財団理事長賞, 「宅内ロボットと各種センサ

による簡易モニタリングシステム」, 齋藤俊哉, 和﨑克己, 新村正明, 間所洋和, 中正和久※５, 下井

信浩※１ (2016.10.22-23) 

(6) 第 64 回本荘由利発明工夫展, 秋田県発明協会長奨励賞, 「自律移動ロボットのための電波式位置

測定システム」, 鎌形拳, 中正和久※５, 下井信浩※１ (2016.10.22-23)  

(7) 情報処理学会 第 15 回情報科学技術フォーラム FIT 奨励賞, 「高齢者見守りネットワークに用い

る宅内センサ・エージェントの設計と実装」, 和﨑克己, 新村正明, 下井信浩※１ (2016.9.9) 

(8) 日本知能情報ファジィ学会東北支部研究会奨励賞, 「Fuzzy-ART を用いた適応学習機能を有する

表情認識手法に関する基礎検討」, 我満裕也, 石井雅樹※４, 景山陽一, 高橋毅, 西田眞 (2017.3.7) 

 

特許 

(1) 特願 2016-162512,「見守りシステム」, 和崎・新村（信州大）, 下井※１, (2016.8.23) 

(2) 特願 2016-134129,「リミット型変位検出装置及び構造物等の健全性モニタリングシステム」, 下井

信浩※１，他 1 名 (2016.7.6) 

(3) 特願 2016-084918,「雪崩・落石のモニタリングシステム」,下井※１, 佐野・西條（応用地質㈱）, 

(2016.4.21) 

 

地域及び社会貢献活動 

外部機関の委員（学会以外） 

(1) 独立行政法人日本学術振興会 科学研究費委員会専門委員※１ (2016.1-2016.12) 

(2) World Robot Olympiad Japan 秋田県中央地区大会実行委員会 委員 (2016.5-2017.3) ※４ 

 

受託研究・共同研究 

受託研究 

 該当なし 

 

 



   

共同研究 

(1) 信州大学和崎研究室「複合センサを用いた地域型独居高齢者生活サポートシステムの研究開発」 

（フェーズⅠ,Ⅱ）※１、※５ (2015-2018) 

(2) ㈱ゼノクロス「高齢者の見守りシステムに関する福祉機器の研究」※１、※５ (2014-)（共同研究） 

(3) 応用地質㈱「橋梁用ボルト振動センサの開発」※１、※５ (2014-)（奨学寄付金） 

(4) ㈱日立超 LSI システムズ，「車載ヒューマンセンシングに関する研究」(2016.9-2017-3) ※４ 

 

企業等への技術指導・協力 

(1) 文献引用依頼：東レリサーチセンター※１ 

(2) 「橋梁の危険予知用簡易スマ-トセンサ」SICE 採録論文※１ 

(3) 「簡易ピエゾケーブル変位センサを用いた伝統木造構造物の振動解析」日本機械学会採録論文※１ 

(4) 受託事業, にかほ市（にかほ市教育委員会フェライト子ども科学館）, 「ロボット・デモンストレ

ーション事業」 (2016.4-2017.3) ※４ 

 

講演・新聞報道など（講演/新聞報道/その他） 

講演 

(1) 「果樹栽培における工農連携の可能性について」,  平成 28 年度秋田県次世代農業機器研究会（第

3 回）, 秋田県農業試験場 (2017.3.10) ※４ 

(2) 「ロボット（コンピューター）はどこまで人に近づけるか？」, サイエンスカフェ, にかほ市教育

委員会フェライト子ども科学館 (2017.2.18) ※４ 

(3) 「ロボットを題材とした産学官地域連携による STEM 教育の活性化」,  あきた産学官連携フォー

ラム 2016, 秋田市民交流プラザ「アルヴェ」 (2016.11.1) ※４ 

(4) 「簡易ロボットによる独居高齢者の安心安全のための見守りシステム」．第一回ロボデックス ロ

ボット開発活用展 産学連携ロボットフォーラム．東京ビッグサイト．(2017 年 1 月) ※５ 

 

新聞報道等 

(1) 「離床検出センサと見守りシステムのデモンストレーション」, 間所洋和, 下井信浩※１, 中正和久
※５, スズキ財団 機関紙｢スズキ財団ニュース｣, vol.44, 掲載用取材（2017.3.31）掲載日未定 

(2) 「EARTH Lab －次の 100 年を考える－」, TBS テレビ (2017.4.8 23:54-24:00), BS-TBS (2017.4.9 

22:54-23:00, 2017.4.13 22:54-23:00)※１，※５ 

(3) 「安心安全のための見守りシステム」, ProEngineer, インターノウス株式会社, IT 業界コラム 大学

研究室インタビュー, http://proengineer.internous.co.jp/content/columnfeature/7193, (2017.2) ※１，※５ 

(4) 「雪崩感知へ間伐材活用 県立大、実験スタート」, 秋田魁新報, (2016.12.11) ※１，※５ 

(5) 「雪崩検知し警報発信 間伐材使い新装置」, 河北新報, (2016.12.9) ※１，※５ 

(6) 「杉間伐材の警報システム実装試験」, 北羽新報, (2016.12.9) ※１，※５ 

(7) 「間伐材活用の警報センサ実験」, NHK, おはよう秋田, (2016.12.9 7:47-7:48) ※１，※５ 

(8) 「災害の前兆とらえるシステム 実用化へ 実際の山の斜面で試験」, 秋田放送, ABS news every., 

(2016.12.8 18:28-18:31) ※１，※５ 

(9) 「高齢者見守り AI が「EYE」に」, 河北新報, (2016.11.17) ※１，※５ 

(10) 「見守りシステム公開 県立大 高齢者事故防止へ開発」, 秋田魁新報, (2016.11.16) ※１，※５ 

(11) 「高齢者ベッドが見守り 枕にセンサ異常感知」, 讀賣新聞, (2016.11.16) ※１，※５ 

(12) 「高齢者事故や徘徊防ぐ」, 毎日新聞, (2016.11.16) ※１，※５ 

(13) 「秋田県立大と信州大学 高齢者見守りシステム共同開発」, NHK, ニュースこまち, (2016.11.15 

http://proengineer.internous.co.jp/content/columnfeature/7193


   

18:15-18:18) ※１，※５ 

(14) 「最先端技術を活用 高齢者の見守り 県内で実施試験」, 秋田放送, ABS news every., (2016.11.15 

18:19-18:21) ※１，※５ 

(15) 「高齢者認知症患者の事故防止 新見守りシステムを開発」, 秋田朝日放送, スーパーJ チャンネル 

トレタテ！, (2016.11.15 18:22-18:24) ※１，※５ 

(16) 「県立大学が開発進める 高齢者を見守るロボット公開」, 秋田テレビ, AKT みんなのニュース, 

(2016.11.15 18:14-18:16) ※１，※５ 

(17) 「土砂崩れ 予兆を検知 センサ開発 警報実用化へ実験」, 読売新聞, (2016.9.17) ※１，※５ 

(18) 「杉間伐材で警報システム 土砂災害、雪崩を察知」, 北羽新報, (2016.9.16) ※１，※５ 

(19) 「斜面センサ、土砂崩れ察知 災害警報システム開発」, 秋田魁新報, (2016.9.15) ※１，※５ 

(20) 「間伐材活用の土砂崩れ警報システム」, NHK, ニュースこまち, (2016.9.15 18:10-18:13) ※１，※５ 

(21) 「間伐材を利用 災害の前兆を検知 新警報システム」, 秋田放送, ABS news every., (2016.9.15 18:23-

18:26) ※１，※５ 

(22) 「土砂災害・雪崩の“新”警報システム 「間伐材利用」に込めた狙い」, 秋田朝日放送, スーパーJ

チャンネル トレタテ！, (2016.9.15 18:26-18:28, 18:30-18:31) ※１，※５ 

(23) 「秋田県立大学が開発 災害警報システムの実装実験」, 秋田テレビ, AKT みんなのニュース, 

(2016.9.15 18:14-18:16) ※１，※５ 

 

その他 

(1) 第１３回科学フェスティバル講師※３、※４ 

(2) フェライト子ども科学館実験工作教室講師(2016.9.19) ※３ 

(3) 平成２８年度湯沢翔北高校専攻科講師※３ 

(4) フェライト子ども科学館，「教育用レゴマインドストーム EV3 を用いたロボット教室～WRO ベー

シック競技ミニ大会」，講師 (2017.2.18-19) ※４ 

(5) 院内小学校，「レゴマインドストーム NXT による問題解決学習」，講師 (2016.6-2017.2：全 6 回) ※

４ 

(6) 岩城小学校，「ロボットカークラブ」，講師 (2016.5-11) ※４ 

(7) SSH 実験実習 講師, 「画像処理（ロボットビジョン）の基礎と応用」, 秋田中央高校 (2016.9.5) ※

４ 

(8) World Robot Olympiad Japan 2016 秋田県中央地区大会および事前講習会，講師 (2016.8.1-7) ※４ 

(9) フェライト子ども科学館・カダーレ，「自律型ロボット教室」，講師 (2016.7.9-10, 16-17) ※４ 

 

 


